
講師 有 馬 秀 次

経済政策の効果を考える
けいざいせいさく  こうか かんが

- 財市場と貨幣市場の均衡 - 
ざい しじょう かへい しじょう きんこう

アイエス エルエム ぶんせき

IS-LM分析

LM曲線
エルエムきょくせん

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

IS曲線
アイエスきょくせん

均衡国民所得
きんこう こくみんしょとく



もくじ

➁ ケインズの乗数理論
じょうすう りろん

Ⅲ. 経済政策の効果
けいざい せいさく こうか

アイエス エルエム ぶんせき  なに

Ⅰ. IS-LM分析って何？

Ⅱ. IS-LM 分析の数理  
アイエス エルエム ぶんせき すうり

すうりょうちょうせい

➀ 数量調整メカニズム



Ⅰ.IS-LM分析って何？

利子率
りしりつ

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

国民所得
こくみんしょとく

アイエス エルエム ぶんせき なに

均衡国民所得
きんこう こくみんしょとく



IS-LM分析って何？

IS-LM分析は、ケインズの所得決定理論をグラフで説明しようとしたもの
です。

アイエス エルエム ぶんせき なに

ケインズの
所得決定理論
しょとく  けってい りろん

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく500兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

GDP
ジィ・ディ・ピィ

需要
じゅよう



需要
じゅよう

ケインズの所得決定理論

ケインズの所得決定理論とは、イギリスの経済学者ジョン・メイナード・ケイン
ズが提唱した「有効需要の原理」という学説のことです。彼は、「需要が国民
所得を決める」と考えました。

しょとく けってい りろん

有効需要の原理
ゆうこう じゅよう げんり

ジョン・メイナード・ケインズ

『雇用・利子および貨幣の一般理論』(1936年) 
（1883年- 1946年）

こよう りし  かへい     いっぱんりろん

GDP
ジィ・ディ・ピィ



IS-LM曲線の交点

交点
LM曲線

こうてん

アイエス エルエム きょくせん こうてん

0

IS曲線

エルエムきょくせん

IS-LM分析は、2本の線分で市場均衡を説明するグラフのことです。IS曲
線は、財市場の均衡を、LM曲線は、貨幣市場の均衡を表します。

アイエスきょくせん

均衡利子率

均衡国民所得

きんこう りしりつ

きんこう こくみんしょとく

Y

ｒ

財市場の均衡

貨幣市場の均衡

ざいしじょう きんこう

かへいしじょう きんこう



IS曲線とは何か？
アイエス きょくせん なに

0

IS曲線

IS曲線は、財市場の均衡を表す曲線（または直線）です。財市場の均衡とは、
総需要と総供給が等しく釣り合っている状態のことです。あるいは、投資と貯
蓄が等しい状態のことです。これは、総取引から消費を除いたものです。

アイエスきょくせん
利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく
Y

ｒ

総需要＝総供給

投資＝貯蓄

消費＋投資＝消費＋貯蓄

財市場の均衡
ざいしじょう きんこう

そうじゅよう そうきょうきゅう

とうし ちょちく

貯蓄(Savingｓ)
ちょちく セイビングズ

投資(Investment)
とうし インベストメント



利子率と国民所得の関係
りしりつ こくみんしょとく かんけい

0

IS曲線

利子率と国民所得の間には、利子率が下がると、国民所得が増加するという
関係があります。これは、利子率が下がると、お金が借りやすくなり、投資が
増えるためです。国民所得は投資の乗数倍の大きさに決まります。

アイエスきょくせん
利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく
Y

ｒ

投資×乗数＝国民所得

りしりつ       とうし

利子率 投資

とうし じょうすう こくみんしょとく

お金が借り

やすくなる！
かね  か



0

IS曲線
アイエスきょくせん

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく
Y

ｒ

IS曲線は、縦軸に利子率、横軸に国民所得を目盛とするグラフ上で、右下
がりの曲線（または直線）として描かれます。

財市場の均衡を示すIS曲線
ざいしじょう きんこう しめ アイエス きょくせん

右下がりの曲線
みぎ さ きょくせん



LM曲線とは何か
エルエム きょくせん なに

0

LM曲線

一方、LM曲線は、貨幣市場の均衡を表す曲線（または直線）です。貨幣市
場の均衡とは、貨幣需要と貨幣供給が等しく釣り合っている状態のことで
す。貨幣需要は、流動性選好とも言い換えられます。

エルエムきょくせん利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

Y

ｒ

りゅうどうせいせんこう
流動性選好

貨幣需要＝貨幣供給

貨幣市場の均衡
かへいしじょう きんこう

かへいじゅよう かへいきょうきゅう

貨幣供給（Money supply）
かへいきょうきゅう マネー サプライ

流動性選好（Liquidity preference）
りゅうどうせいせんこう リクイディティ プリファレンス



0

LM曲線

国民所得と利子率の間には、国民所得（またはGDP）が増加すると、利子率
が上がるという関係があります。これは、実物経済の取引活動が活発になると、
資金需要（お金を借りる人）が増加するためです。

エルエムきょくせん

国民所得と利子率との関係
こくみん しょとく りしりつ  かんけい

こくみんしょとく  かへいじゅよう  りしりつ 
国民所得     貨幣需要   利子率

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

取引量が増える！
とりひきりょう ふ

資金需要（借金の借り手）が増えると、貸し手

（銀行など）がより高い利子を要求できるからです。
しきん じゅよう しゃっきん か て ふ  か て

ぎんこう たか りし ようきゅう



0

LM曲線
エルエムきょくせん

国民所得と利子率との関係
こくみん しょとく りしりつ  かんけい

こくみんしょとく  りしりつ 

国民所得      利子率
利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

LM曲線は、縦軸に利子率、横軸に国民所得を目盛とするグラフ上で、
右上がりの曲線（または直線）として描かれます。

右上がりの曲線
みぎ  あ きょくせん



２本の曲線が交わる点が、財市場と貨幣市場の同時均衡点です。縦軸
に利子率ｒ、横軸に総生産（国民所得）Ｙを目盛りにとると、均衡利
子率ｒ＊と均衡国民所得Ｙ＊の値が読み取れます。

IS-LM曲線の交点

交点

LM曲線

こうてん

アイエス エルエム きょくせん こうてん

0

IS曲線

エルエムきょくせん

アイエスきょくせん
均衡利子率ｒ

均衡国民所得Ｙ

きんこうりしりつ アールスター

きんこうこくみんしょとく ワイスター

Y

ｒ

＊

＊



たとえば、縦軸の目盛から均衡利子率３％、横軸の目盛から、均衡国民所得
500兆円と読み取ります。

IS-LM曲線の交点
アイエス エルエム きょくせん こうてん

0

「I」は「Investment（投資）」
アイ      インベストメント   とうし

均衡利子率ｒ

均衡国民所得Ｙ

きんこうりしりつ アールスター

きんこうこくみんしょとく ワイスター

Y

ｒ

＊

＊

「S」は「Saving（貯蓄）」

「Y」は「Yield（産出） ｰ 国内総生産、 国民所得」

「L」は「Liquidity（貨幣需要・流動性選好）」

「M」は「Money Supply（貨幣供給）」

「ｒ」は「rate（金利）」

エス セービング ちょちく

エル    リクイディティ  かへいじゅよう りゅうどうせいせんこう

エム マネー サプライ かへいきょうきゅう

アール レート きんり

ワイ イールド さんしゅつ こくないそうせいさん こくみんしょとく

３％

５００兆円



いっぱん りろん・・・  

Ⅱ.ケインズの一般理論

需要 供給
総生産

総雇用
じゅよう きょうきゅう

そうせいさん

そうこよう



市場経済とは、生産者と消費者が自由に取引を行い、価格と供給量が市場の
力によって決定される資源配分のしくみのことです。

市場経済って何？
しじょうけいざい なに

価格と供給量自由に取引 市場の力

資源配分のしくみ
しげんはいぶん

じゆう  とりひき しじょう ちから かかく きょうきゅうりょう



アダム・スミスは、18世紀のイギリスの経済学者で「経済学の父」と呼ばれ
ています。彼は国富論で「市場は自然に均衡する」と主張しました。彼の「見
えざる手」の理論は、個々の自己利益が結果的に社会全体の利益につなが
るというものです。完全雇用（望めば、働ける）という生活様式が実現します。

アダム・スミス

完全雇用

“市場は自然に均衡する”
Adam Smith
1723年 - 1790年
『国富論』（1776年）

しじょう しぜん きんこう

かんぜん こよう



一方、ケインズは、20世紀のイギリスの経済学者です。彼は、「市場は必ずし
も均衡しない」と考え、政府の介入が必要な場合があると主張しました。彼の
理論は、不完全雇用（すなわち、求職者が仕事を見つけられない状況）が存
在するときに、政府が経済を調整するべきだと提唱したものです。

ケインズ

“市場経済は均衡しない”

不完全雇用
John Maynard Keynes

1883年 - 1946年

『雇用・利子および貨幣の一般理論』(1936年) 

しじょう     けいざい きんこう

ふかんぜん こよう



市場経済は、4つの市場で説明されます。実物経済は、財市場と労働市場の
間の取引で説明されます。一方、金融経済は、貨幣市場と資本市場の取引
で説明されます。資本市場とは、長期資金の貸し借りをする金融市場のことです。

財市場
しじょう きんこう

資本市場労働市場
ろうどう しじょう

金融市場

貨幣市場

しほんしじょう

かへいしじょう

きんゆうしじょう

４つの市場
しじょう

実物市場
じつぶつしじょう

取引
とりひき



『雇用・利子および貨幣の一般理論』
こよう りし  かへい      いっぱんりろん

要旨
ようし

➀ 有効需要の原理
ゆうこうじゅよう げんり   じゅよう  ジィ・ディ・ピィ    けってい

需要がＧＤＰを決定

② 乗数理論
じょうすうりろん    じょうすうこうか

乗数効果

➂ 流動性選好説
りゅうどうせいせんこうせつ     りしりつ とうし  かんけい

利子率と投資の関係



➀ 有効需要の原理

“需要がGDPの大きさを決める”

生産者消費者

市場経済

「有効需要の原理」は、ケインズの所得決定理論です。総生産（経済全体の
生産水準）や総雇用水準は、総需要の水準によって決まるという理論のこと
です。総需要が不足すれば、総生産や総雇用も過少に決まります。

ゆうこう じゅよう げんり

しじょうけいざい

しょうひしゃ せいさんしゃ

GDP

じゅよう ジィ・ディ・ピィ  おお   き

ジィ・ディ・ピィ



過少生産

過少均衡過少均衡

過少雇用

市場均衡が完全(100%)な状態にあるとすると、不均衡は、過少（不完全）な状
態を指します。ケインズは、失業の発生を「過少均衡」と考えました。財市場で
は、商品が売れ残り、減産を余儀なくされ、労働市場では、人員削減で過少
雇用状態に陥ります。

過少需要

かしょう     きんこう

かしょう じゅよう かしょう せいさん かしょう こよう



② 乗数理論

需要×乗数＝GDP

「総生産（GDP）が需要（投資）の乗数倍に決まる」とする理論を乗数理論
といいます。政府が公共事業などに投資すると、その投資は所得や消費に波
及し、結果的には初期の投資額よりも大きな経済活動を生み出します。乗数
効果は、経済政策の有効性を示します。デルタ⊿は、変化分という意味です。

じょうすう りろん

じゅよう  じょうすう  ジィ・ディ・ピィ こくみん しょとく

政府支出×乗数＝⊿GDP
せいふ ししゅつ じょうすう デルタ・ジィ・ディ・ピィ

（国民所得）



ケインズの利子理論を流動性選好説といいます。流動性選好が利子率
を下げ止まり（高止まり）させるという学説のことです。流動性選好とは、
資産として債券ではなく現金保有を選択することです。

➂
ケインズ

流動性選好とは、資産として債券ではなく現金保有を選択すること

りゅうどうせい  せんこう  せつ

流動性選好が利子率を下げ止まり（高止まり）させるという学説のこと

➂ 流動性選好説

りゅうどうせいせんこう りしりつ さ ど たかど がくせつ

りゅうどうせいせんこう しさん  さいけん  げんきんほゆう  せんたく  



「流動性選好」によって貨幣需要が決まると仮定すると、“利子率が
下がると、「現金保有」が増え、利子率が上がると「債券保有」が増
える”という資産選択の行動が説明できます。

りしりつ かね か ていか げんきんほゆう せんたく
利子率（つまり、お金を借りるコスト）が低下すると、「現金保有」を選択

そもそも、「流動性選好」とは、将来の不確実性（リスク）を避けるために、

現金という形で資産保有を選択する家計の行動のこと
りゅうどうせいせんこう しょうらい   ふかくじつせい  さ  

げんきん かたち  しさんほゆう    せんたく  かけい こうどう  

現金を保有することの利点が減少し、債券保有（債券購入）を選択

利子率（つまり、お金を借りるコスト）が上昇すると、
りしりつ かね か じょうしょう  

げんきん ほゆう  りてん  げんしょう さいけんほゆう さいけんこうにゅう  せんたく  



債券保有

たとえば、家計が貯蓄用資金(100)を債券で保有すると、債券市場への資金
供給は(１００)、資金需要(100)の水準で均衡します。すると、金利は最低水準
(3%)に決まります。投資(100)×乗数(6)で完全雇用国民所得（600兆円）が実現します。

さいけん ほゆう

金利は最低水準
貨幣保有
かへい ほゆう

投資  ×乗数＝
とうし

貯蓄
ちょちく

きんり さいてい すいじゅん

流動性選好説
りゅうどうせい せんこうせつ

国民所得

債券市場
さいけん しじょう

貯蓄用資金
ちょちくようしきん

(100）

(100)

(０)

(100) (100）
じょうすう

(3%)

完全雇用

こくみんしょとく

かんぜんこよう

（6倍）

（600兆円）



債券保有

一方、家計が貯蓄用資金(100)のうち、現金保有(10)を選択すると、債券市場
への資金供給は(９０)となり、資金需要(９０)の水準で均衡します。金利は(５%)

に高止まりします。均衡国民所得は、投資(90)×乗数(6)で過少雇用国民所得(540兆円)となります。

さいけん ほゆう

金利は高止まり
現金保有
げんきん ほゆう

投資  ×乗数＝
とうし

貯蓄
ちょちく

きんり たか    ど

流動性選好説
りゅうどうせい せんこうせつ

債券市場
さいけん しじょう

貯蓄用資金
ちょちくようしきん

(100）

(90)

(10)

(90) (90) 
じょうすう

(5%)

国民所得

過少雇用

こくみんしょとく

かしょうこよう

（6倍）

（540兆円）



Ⅲ.経済政策の効果

利子率
りしりつ

500兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

国民所得
こくみんしょとく

けいざい せいさく こうか



1929年 大恐慌

ニューヨーク株式市場

1929年に、米国の株価大暴落を契機として大恐慌（深刻な長期不況）が世
界規模で起こり、大量の失業者を生み出しました。ケインズは、「不況の原因
が需要不足にあるのではないか？」と考えました。

だいきょうこう

世界経済ニュース
せかい  けいざい

かぶしき しじょう

イグゾー スティド

株価大暴落

企業倒産

大量失業者

かぶか だいぼうらく

きぎょう とうさん

たいりょうしつぎょうしゃ



「市場でモノが売れない！ それなら、政府が市場で需要を作ってやれば
よい。需要に合わせて、労働力が必要になるので、完全雇用が実現す
る」これがケインズの提案です。

完全雇用
かんぜんこよう

政府
せいふ

市場
しじょう

しつぎょう ふきょう こくふく

失業と不況の克服!



財政支出は、政府が公共事業などにお金を支払うことです。これにより市場に
お金が出回ります。一方、金融緩和は、中央銀行（日銀）が市場にお金を供給
し、金利を下げることで、需要を刺激する政策のことです。

政府

経済政策！

金融緩和

財政支出

けいざい せいさく

(公共事業の拡大)
ざいせい ししゅつ

こうきょうじぎょう かくだい

きんゆう かんわせいふ



需給ギャップから需要不足を捉えよう！

需給ギャップとは、一国の経済全体の総需要と総供給の差のことです。需給
ギャップがマイナスなら、需要不足となります。総需要は均衡国民所得を、総
供給は、完全雇用国民所得のことを指します。

現在の均衡国民所得 完全雇用国民所得
げんざい きんこうこくみんしょとく かんぜんこよう こくみんしょとく

じゅきゅう じゅよう ぶそく とら

総需要ー総供給＝ 需給ギャップ
そうじゅよう マイナス そうきょうきゅう     じゅきゅう



需給ギャップ

たとえば、現在の均衡国民所得が500兆円、完全雇用国民所得が600兆円
ならば、需要不足は１００兆円（500ー６００＝ー１００）と計算されます。

現在の均衡国民所得 完全雇用国民所得
げんざい きんこうこくみんしょとく かんぜんこようこくみんしょとく

じゅきゅう

500兆円 - 600兆円＝-100兆円

需要不足
じゅようぶそく



乗数効果

需要の乗数効果から政府支出の必要額を逆算してみましょう。たとえば、需
要不足（100兆円）の需要を創出するには、20兆円（１００÷５）分の政府支出が
あればよいことになります。

政府支出×乗数 ＝需要不足
せいふししゅつ じょうすう じゅよう   ぶそく

じょうすう こうか

20兆円  5倍 100兆円

必要な支出額は、5分の1だけ
ひつよう ししゅつがく ご ぶん いち



ざいせいししゅつ こうか

財政支出の効果

利子率
りしりつ

500兆円 600兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

国民所得
こくみんしょとく

IS曲線の右方シフト
アイエスきょくせん   うほう

グラフでわかる



財政支出   IS曲線の右方シフト

財政支出   減税

財政支出を行うと、IS曲線が右方へシフトします。この事例では、国民所得が
500兆円から600兆円に増加し、利子率は、３％から５％に上昇しています。

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

500兆円   600兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

0

３％

５％

(公共事業の拡大)
ざいせい ししゅつ   およ げんぜい

こうきょうじぎょう かくだい

利子率    上昇

国民所得  増大
こくみんしょとく ぞうだい

りしりつ じょうしょう

ざいせい ししゅつ アイエス きょくせん うほう

及び



きんゆう  かんわ こうか

金融緩和の効果

利子率
りしりつ

500兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

国民所得
こくみんしょとく

LM曲線の右方シフト
エルエムきょくせん うほう

グラフでわかる



金融緩和 LM曲線の右方シフト

金融緩和

金融緩和を行うと、LM曲線が右方へシフトします。この事例では、国民所得
が500兆円から600兆円に増加し、利子率は５％から３％に低下しています。

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

500兆円 600兆円

IS曲線 LM曲線
アイエスきょくせん エルエムきょくせん

0

３％

５％

きんゆう  かんわ

利子率    低下

国民所得  増加
こくみんしょとく   ぞうか

りしりつ ていか

きんゆう かんわ エルエム きょくせん うほう



けいざいせいさく こうか はっき

経済政策が効果を発揮しない

クラウディングアウト

流動性のわな
りゅうどうせい

➀

②

経済政策が効果を発揮しない場合があります。

政府支出が民間の投資を抑制する現象
せいふししゅつ みんかん とうし よくせい げんしょう

利子率が下がらず、投資が増加しない状態
りしりつ さ とうし ぞうか じょうたい



クラウディングアウトとは、政府支出を賄うために大量の国債発行を行うと、
市中金利が上昇し、需要（設備投資・住宅購入）を減退させる結果、国民所
得の増加が抑制されてしまう現象のことです。

クラウディングアウト

政府支出のため、大量の国債を発行

（Crowding Out）

政府支出が民間部門の投資を「押し出す」という意味です。
せいふししゅつ  みんかんぶもん    とうし    お だ いみ

せいふししゅつ たいりょう こくさい はっこう

金利上昇   需要  国民所得
きんり じょうしょう じゅよう こくみんしょとく

かりいれきんり しきんちょうたつ せつび とうし じゅうたくこうにゅう
借入金利（資金調達コスト）（設備投資や住宅購入）

➀



0

IS曲線の右シフト

政府支出の効果は、IS曲線の➀右シフトで表せます。②金利は3%から5%に上昇します。
この金利上昇により、需要（設備投資・住宅購入）が過少に抑えられ、➂均衡国民所得
(550兆円）は完全雇用国民所得(600兆円）よりも過少になります。したがって、政府支出
を決定する際には、このクラウディングアウトの効果を考慮する必要があります。

アイエスきょくせん みぎ

クラウディングアウト

せいふししゅつ アイエスきょくせん みぎ
➀ 政府支出でIS曲線の右シフト 

利子率

国民所得

りしりつ

こくみんしょとく

② 金利が３％から5%に上昇

➂ 国民所得は600兆円から５５０兆円に減少

完全雇用国民所得600兆円

きんり じょうしょう

かんぜん こよう こくみん しょとく

こくみんしょとく   げんしょう
②

500兆円   550兆円  600兆円

5%

３% 完全雇用国民所得
かんぜんこようこくみんしょとく

未達成！？
みたっせい

➂

➀

均衡国民所得
きんこうこくみんしょとく



「流動性の罠」とは、金利がゼロ％に近づくと、人々が将来の不確実性を恐
れて現金保有を選択するため、中央銀行が貨幣供給量を増やしても金利が
下がらなくなる状況のことです。これは、金融政策が無効になることを示して
います。

流動性の罠
りゅうどうせい わな

金利０％近く   不確実性 現金保有
きんり ちか ふかくじつせい げんきん ほゆう

きんゆう せいさく むこう

金融政策  無効

②



もう少し詳しく
すこ くわ

金利がゼロ近くになると、預金や債券などの金融資産から

得られる利息がほとんどなくなります。すると、人々は安全な

現金保有を選択するようになります。これにより、中央銀行

が市場に更に貨幣を供給しても、その貨幣は現金として

この状況が「流動性の罠」です。

保有され、金利にはほとんど影響を与えなくなるというわけです。

きんり ちか よきん さいけん きんゆうしさん

え りそく ひとびと あんぜん

げんきん ほゆう せんたく ちゅうおうぎんこう

しじょう さら かへい きょうきゅう かへい げんきん

ほゆう きんり えいきょう あた

じょうきょう りゅどうせい わな



LM曲線の傾きが水平に！

「貨幣需要の利子弾力性」は、利子率が１％変化したときに貨幣需要がど
れだけ変化するかを表す指標です。この利子弾力性が無限に大きくなると、
LM曲線の傾きはゼロとなり、「水平線」で表されます。

エルエム きょくせん かたむ すいへい

利子率
りしりつ IS曲線

LM曲線
アイエスきょくせん

エルエムきょくせん

国民所得の均衡点は動かない！
国民所得

こくみんしょとく

こくみんしょとく きんこうてん  うご

LM曲線は水平線になる！
エルエムきょくせん   すいへいせん

貨幣需要の利子弾力性が

均衡国民所得
きんこう こくみんしょとく

無限に大きくなると
かへいじゅよう りしだんりょくせい

むげん おお



LM曲線の傾きが水平に！

貨幣供給量を増加させると、水平のLM曲線は下方にシフトしますが、ほん
のわずかしかシフトしません。均衡国民所得の値はほとんど変わりません。

エルエム きょくせん かたむ すいへい

利子率
りしりつ IS曲線

LM曲線
アイエスきょくせん

エルエムきょくせん

国民所得の均衡点は動かない！
国民所得

こくみんしょとく

こくみんしょとく きんこうてん  うご

LM曲線は水平線になる！
エルエムきょくせん   すいへいせん

貨幣需要の利子弾力性が

均衡国民所得
きんこう こくみんしょとく

無限に大きくなると
かへいじゅよう りしだんりょくせい

むげん おお



ポリシーミックス

金融政策と財政政策を組み合わせて需給を調整すること

経済政策には、それぞれ長所と短所があります。政策立案者が、ポリシーミッ
クスを使って最適な資源配分（物価安定と完全雇用）を模索する際に、ＩＳ－
ＬＭ分析は、頼もしいツールとなります。

きんゆうせいさく ざいせいせいさく く あ じゅきゅう ちょうせい

物価安定と完全雇用
ぶっかあんてい かんぜんこよう



IS-LM分析の考案者

ところで、ＩS-LM分析の考案者は、イギリスの経済学者ジョン・リチャード・
ヒックスです。彼のモデルは、所得決定のしくみに乗数理論を、利子率決定の
しくみに流動性選好説を取り入れることに成功しました。

アイエス エルエム ぶんせき こうあんしゃ

イギリスの経済学者

ジョン・リチャード・ヒックス

Mr. Keynes and the Classics: A Suggested Interpretation

IS–LM 分析を発表 （1937年）

論文
ぶんせき はっぴょう

けいざいがくしゃ

ろんぶん

ミスター ケインズ アンド ザ クラシックス  ア     サジェスティド       インタープリテーション



ISｰLM分析の限界!

ただし、IS-LM分析にも限界があります。例えば、ケインズが強調した「アニマ
ル・スピリット」や不確実性（リスク）がもたらす民間部門の支出（有効需要）
の不安定さについては、IS-LM分析のフレームワーク外です。

アイエス エルエム ぶんせき げんかい

ゆうこう じゅよう

有効需要

“リスク（不確実性）”
ふかくじつせい

アニマル・スピリット（動物的精神）
どうぶつてきせいしん

“主観的で非合理的な動機や行動”
しゅかんてき  ひごうりてき      どうき    こうどう



ケインズ理論の仮定

そもそも、ケインズ理論は、不況期に起こる失業問題を解決しようと既存の市場均衡論に異
を唱えたものです。そこには、短期的な経済活動に焦点をあてていることや、供給が需要を
上回る「超過供給」の状況を前提に、価格の固定性を仮定しているといった制約があります。

りろん かてい

価格の固定性
かかく   こていせい

短期的な経済活動
たんきてき  けいざいかつどう

超過供給
ちょうか きょうきゅう

不完全雇用
ふかんぜんこよう



IS-LM分析のグラフ

こうした理論の前提や制約を理解すれば、IS-LM分析は、経済政策の立案
にとても便利なツールです。

アイエス エルエム ぶんせき

利子率
りしりつ

均衡国民所得

LM曲線
エルエムきょくせん

国民所得
こくみんしょとく

IS曲線
アイエスきょくせん

きんこう こくみんしょとく



まとめ

②

➂ 

IS曲線は、財市場の均衡を表す右下がりの曲線、LM曲線は、

④ 

政府支出の増加（財政支出、減税）は、IS曲線を右にシフトさせ、

⑤

貨幣供給の増加（金融緩和）はLM曲線を右にシフトさせる。

➀
アイエス・エルエムぶんせき ざいしじょう かへいしじょう どうじきんこう あらわ

IS-LM分析は、財市場と貨幣市場の同時均衡を表すモデルである。

「クラウディングアウト」や「流動性のわな」の問題は、「ポリシーミックス」

貨幣市場の均衡を表す右上がりの曲線である。
アイエス きょくせん ざいしじょう  きんこう あらわ  みぎさ きょくせん エルエムきょくせん

かへい しじょう きんこう あらわ みぎあ きょくせん

国民所得を上昇させ、利子率を上昇させる。
せいふししゅつ ぞうか ざいせいししゅつ げんぜい アイエスきょくせん みぎ

こくみんしょとく じょうしょう りしりつ じょうしょう

かへいきょうきゅう ぞうか きんゆうかんわ エルエムきょくせん みぎ

国民所得を上昇させ、利子率を下降させる。

を工夫することで改善できる。

こくみんしょとく じょうしょう りしりつ かこう

りゅうどうせい  もんだい

くふう  かいぜん



では、また次回



制作 金融大学


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: ➂
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52: では、また次回
	スライド 53: 制作 金融大学

